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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公表番号】特表2019-530466(P2019-530466A)
【公表日】令和1年10月24日(2019.10.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-043
【出願番号】特願2019-520535(P2019-520535)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月1日(2020.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　改変レプリコンＲＮＡを含む核酸分子であって、前記改変レプリコンＲＮＡが、改変さ
れた５’－非翻訳領域（５’－ＵＴＲ）及び生物学的に非活性なアルファウイルスの非構
造タンパク質をコードする配列を含み、かつウイルス構造タンパク質をコードする核酸配
列の少なくとも一部を欠いているものであり、前記改変された５’－ＵＴＲが２位のヌク
レオチド置換を含む、前記核酸分子。
【請求項２】
　前記改変アルファウイルスレプリコンＲＮＡが、さらに、サブゲノムＲＮＡのプロモー
ター、複製のためにシスに必要とされる３’ウイルス配列、及びポリアデニル酸経路を含
む、請求項１に記載の核酸分子。
【請求項３】
　前記改変された５’－ＵＴＲの２位における前記ヌクレオチド置換が、Ｕ－＞Ｇ置換で
ある、請求項１又は２に記載の核酸分子。
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【請求項４】
　前記改変アルファウイルスレプリコンＲＮＡが、ウイルス構造タンパク質をコードする
核酸配列の実質的な部分を欠いている、あるいは、前記改変アルファウイルスのレプリコ
ンＲＮＡが、ウイルス構造タンパク質をコードする核酸配列を含まないものであり、
　前記改変された５’－ＵＴＲが、配列番号２～１８のうちの少なくとも１つの核酸配列
と少なくとも９０％、少なくとも９５％、少なくとも９６％、少なくとも９７％、少なく
とも９８％、少なくとも９９％、又は１００％の配列同一性を示す、
請求項１～３のいずれか一項に記載の核酸分子。
【請求項５】
　１つ以上の発現カセットを更に含み、前記発現カセットのそれぞれが、異種核酸配列に
操作可能に連結されたプロモーターを含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の核酸分
子。
【請求項６】
　前記アルファウイルスが、トガウィルス科のアルファウイルス属に属するものである、
請求項１～５のいずれか一項に記載の核酸分子。
【請求項７】
　前記アルファウイルスが、ＶＥＥＶ／ＥＥＥＶ群、又はＳＦ群、又はＳＩＮ群に属する
ものである、請求項６に記載の核酸分子。
【請求項８】
　前記アルファウイルスが、ベネズエラウマ脳炎ウイルス（ＶＥＥＶ）である、請求項７
に記載の核酸分子。
【請求項９】
　前記改変アルファウイルスゲノム又はレプリコンＲＮＡが、異種調節エレメントに操作
可能に連結されている、請求項１～８のいずれか一項に記載の核酸分子。
【請求項１０】
　改変アルファウイルスゲノム又はレプリコンＲＮＡを含む核酸分子であって、前記核酸
分子が、配列番号１又は１９の核酸配列と少なくとも８０％、少なくとも９０％、少なく
とも９５％、少なくとも９６％、少なくとも９７％、少なくとも９８％、少なくとも９９
％、又は１００％の配列同一性を示し、前記改変アルファウイルスゲノム又はレプリコン
ＲＮＡが、前記５’－非翻訳領域（５’－ＵＴＲ）の２位におけるＵ－＞Ｇ置換を含み、
かつウイルス構造タンパク質をコードする配列の少なくとも一部を欠いている、核酸分子
。
【請求項１１】
　前記改変アルファウイルスゲノム又はレプリコンＲＮＡが、ウイルス構造タンパク質を
コードする核酸配列の実質的な部分を欠いている、あるいは、前記改変アルファウイルス
ゲノム又はレプリコンＲＮＡが、ウイルス構造タンパク質をコードする核酸配列を含まな
い、請求項１０に記載の核酸分子。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の核酸分子を含む組み換え細胞であって、前記組
み換え細胞が原核細胞又は真核細胞である、前記組み換え細胞。
【請求項１３】
　目的のポリペプチドを産生するための方法であって、請求項１～１１のいずれか一項に
記載の核酸分子を含む宿主細胞を培養することを含む、前記方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法によって産生される組み換えポリペプチド。
【請求項１５】
　（ｉ）請求項１４に記載の組み換えポリペプチド、
　（ｉｉ）請求項１～１１のいずれか一項に記載の核酸分子、又は
　（ｉｉｉ）請求項１２に記載の組み換え細胞と、
薬学的に許容される担体とを含む、組成物。
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